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黙示録の謎（1）
謎：黙示録（黙示録 13 章）に登場する「獣」、すなわち終わりの時の神の敵とは誰なのか？
キリストの友たちは、この「獣」の正体を解き明かすよう招かれている：

「霊に満たされた者は、獣の数字を計算せよ⋯⋯」
（

黙示録 13 章 18 節）

何世紀にもわたり、誰も黙示録を理解することができませんでした：

「私は、御座に着いておられる方の右手に、七つの封印で封じられた一冊の書物があるのを見た⋯⋯天にも、地にも、地の底にも、その書を開
いて読むことのできる者は、だれもいなかった。」
(ヨハネの黙示録 5 章 1-3 節)
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黙示録の謎（2）
イエスだけが、その書を開き、その秘密を明らかにするにふさわしい方で
ある：

「そして、小羊は、御座に着いておられる方の右の手からその書
を受け取った⋯⋯彼ら（四つの生き物と御座の周囲にいる長老た
ち）は、新しい歌を歌った：『あなたは、その書物を受け取り、そ
の封印を解くにふさわしい方です』⋯⋯」
（黙示録 5:7-9）

定められた時が来ると、イエスによって遣わされた使者がその書物を開
く（すなわち、その意味を解き明かす）でしょう：

「また
、私は、力強い別の御使いが天から降りてくるのを見た⋯⋯その
御使いは、開かれた小さな書物を手に持っていた。」
(黙示録 10:1-2)
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謎の解明
1968 年：イエスがある司祭の前に現れ、こう言った。

「

」「あなたに、多くの敵を招くことになる秘密を明かそう。私のために、それを受け入れてくれるか？」その男は「はい」と答えた。

1968
年：数ヶ月後、イエスは彼にこう言った。

「

」「多くのクリスチャンは、私の聖書に基づく預言を拒むだろう。彼らは聖書を信じていると主張するが、実際には全く顧みない。そして、あなたはその仮面を剥ぎ取るのだ。」

1969 年：彼は、黙示録第 10 章が開かれた聖書と、次の節を見る：

「あなたは、再び、多くの民、国、言語、王たちに対して預言しなければならない。」（黙示録 10:11）
力強い声が彼にこう告げた。「この使命は、あなたに託されたのだ。」

1970 年：イエスが彼に現れ、こう言った。
「

」「今日は 5 月 13 日、ファティマの聖母が現れた日（1917 年）だ。黙示録の第 13 章を開きなさい。その『獣』
とは⋯⋯」
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「獣」の特徴 (1)

この「獣」は、ヨハネが『黙示録』を執筆する前から存在しており、ヨハネが執筆していた時期（95 年）にはすでに存在しておらず、後に再び現れることになる：

「その獣は、かつてはいたが、今はいない。やがて深淵から再び現れる⋯⋯」
（

黙示録 17:8）

それは国際的な大権力と強大な軍事力を握っている：

「竜（悪魔）は、その力と王座、そして広大な帝国を、この獣に与えた⋯⋯人々は獣の前に
ひれ伏して言った。『獣に匹敵する者は誰か。また、誰がそれに立ち向かえるだろうか？』」
(黙示録 13:2-4)

彼女は致命的な傷を負っていたが、それを癒やした：

「
その頭の一つは致命的な傷を負ったように見えたが、その致命的な傷は癒やされていた。そ
こで、全世界は驚嘆して、獣に従った⋯⋯」
（黙示録 13:3）
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「獣」の特徴（2）
ある強大な国家が（経済的・軍事的に）それを支援し、世界に押し付けている：

「もう一頭の獣が、最初の獣に仕え、至る所でその帝国を築き上げている⋯⋯地とその住民を、この最初の獣を礼拝するように導き⋯⋯天か
ら火を地上に降らせ⋯⋯獣の名による刻印を受けていない者は、誰も買いも売りもできない」（黙示録 13:11-17）

獣の犠牲者たちは祭壇の下で喉を切り裂かれている（テロリストと呼ばれ、軽蔑されている）：

「⋯⋯私は祭壇の下に、神の言葉のために喉を切り裂かれた者たちの霊魂を見た⋯⋯
彼らは声を限りに叫び始めた。『いつまで⋯⋯』」
（黙示録 6:9）

彼女は、イエスがキリストであることを否定している。そして、それはある集団のことであ
る：

「イエスがキリストであることを否定する者こそ、偽り者ではないか。それこそが反
キリスト（反キリスト＝獣）である」
(1 ヨハネ 2:22)

「世には多くの惑わす者が現れている。彼らは、肉において来られたイエス・キリス
トを告白しない。これこそが、惑わす者、すなわち反キリストである。」
（ヨハネの手紙第二 7 節）
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獣の数字 666

「獣の数字」は、悪の三つの主役「竜」、「獣」、そして第二の「獣」の同盟を表している。彼らにはただ一つの目的がある。それ
は、「大イスラエル」、すなわちソロモン朝のシオニスト帝国を再建することである。彼らは打ち負かされるだろう（6 ＝失敗）。

「知恵のある者は、獣の数字を計算せよ。その数字は 666 である。」
（黙示録 13 章 18 節）

「彼らは皆、一致して、その力と権威を獣に委ねた
。
」
（黙示録 17:12-13）

「ソロモンに一年間に納められた金の重さは、666 タラントであった。」
（列王記上 10:14）

www.pierre2.net 7



獣が現れた場所
それはパレスチナに力強く再出現し、無敵のように見える：

「サタンは去って、地の四隅の諸国民を惑わし⋯⋯彼らを戦争のために集める⋯⋯：彼ら
は国中を駆け巡り、やがて『愛すべき都』（エルサレム）を包囲した。」

（
黙示録 20:7-9）

獣の臣下たち（現代の異教徒たち）はエルサレムに侵攻する：

「立ち上がって、神の神殿（すなわち真の信者たち）を
測りなさい⋯⋯外庭については、測ってはならない。
それは異邦人に渡されたからである。彼らは 42 ヶ月
の間、聖なる都を踏み荒らすだろう。」
（黙示録 11 章 2-4 節）
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「獣」の運命
「獣」の存在はほんの短い間だけである。それは完全に滅ぼされることになる：

「それは深淵から再び現れるが、滅びへと向かうためである。」
（黙示録 17 章 8 節）

「彼らは愛すべき都を包囲した。しかし、天から火が降りてきて、彼らを焼き尽くした⋯⋯」
（黙示録 20:9）

「しかし、獣は、偽預言者（第二の獣）とともに捕らえられた⋯⋯二人は生きたまま、燃え盛る硫黄の火の池に投げ込まれ
た。」
(黙示録 19:20)
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黙示録の女
『ヨハネの黙示録』の中心には、輝かしい女性が現れます。この女性はマリアです：

「天に壮大なしるしが現れた。それは一人の女性である！太陽が彼女を包み込み、
月は彼女の足の下にあり、十二の星が彼女の頭に冠をなしている。」

（
黙示録 12:1）

「その女は、鉄の杖ですべての国々を治めるべき男の子（イエス）を産んだ。」
（

黙示録 12:5）

悪魔は女とその子らに対して戦いを仕掛ける：

「地上に投げ落とされたのを見て、竜は女を追いかけ始めた⋯⋯」
（黙示録 12:13）

「女に対する憤りに燃え、竜は、神の命令に従い、イエスの証しを持つ（獣に反対
する）残りの子らに対して戦いを仕掛けた。」
（黙示録 12:17）
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新しい時代
「獣」が完全に倒れた後、神は地上に新たな時代を切り開かれる：

「すると、私は新しい天と新しい地を見た。」
（黙示録 21:1）

「すると、御座に着いておられる方がこう言われた。『見よ、わたしは新しい世界を造る。』」
（

黙示録 21:5）

神は、
神を

愛する者たちに直接御自身を現し、彼らの慰めとなられる：

「見よ、神の御住まいが人々とともにある。神は彼らとともに住まわれる。彼らは神の民となり、神は彼らとと
もにおられる神となる。神は彼らの目からすべての涙をぬぐい去られる⋯⋯」

（
黙示録 21:3-4）

イエスの再臨は、主を渇望する人々の意識の中で起こるでしょう：

「見よ、わたしの再臨は近い！この書の預言の言葉を心に留める者は幸いである⋯⋯渇いている者は、近づきな
さい⋯⋯これらの啓示の保証人はこう断言する。「そう、私の再臨は近い！」ああ、どうか来てください、主イ
エスよ！」
（黙示録 22:7 / 22:17 / 22:20）
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詳しくは
“黙示録への鍵”
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